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かにした。この２つの手法をとる際に重要な要素

となるのが、調査者が研究対象と長期間関わりを

持つことである。私自身、教師として学校現場で

働いているが、正直に言うと、本書の畑中氏の調

査を依頼されたとしたら、断りたくなるであろう

と思う。それを乗り越えられるほど畑中氏の研究

対象との関わりは深く、学校現場に入り込み、そ

こで働く教師達と関係を築いていることが分かる。

その結果、対象者の日常会話レベルの話も拾い、

ぼやきや葛藤、迷いや揺れも描き出すことに成功

し、ミドルリーダーの本音の部分で研究が進めら

れていることは、見逃せない要素であると考える。

そこから明らかにされた「巻き込み」が起こるプ

ロセスを次章で M-GTA を用いて分析し、図式化す

るに至っている（図 5-1：p.95）。領域密着理論と

しての性格を持つ M-GTA 分析結果は、事象の「説

明と予測」を可能とする理論である（木下 2003）

という点（p.109）からも、畑中は「運動会の運営」

と「校内研修における授業研究の継続」プロセス

を説明可能なものといえ、学校組織構成員との相

互作用におってなされる詳細なプロセスを読み取

ることが可能である、と述べている（p.114）。エ

スノグラフィーやスクールヒストリーで説明でき

なかった、「巻き込み」がなぜ可能になったのかと

いう点を描き出し、「巻き込み」を可能とする情報

提供の在り方や、日常のコミュニケーションの必

要性を予測することを可能にしたことは、M-GTA

を学校経営研究に活用することの有効性を示して

いると言える。 

 本書で分析された運動会や授業研究の事例は、

学校現場では日々膨大な数発生している出来事で

あり、特筆されるような珍しいものではない。し

かし、畑中氏が行ったように丁寧な分析を経て、

その背景にあるプロセスが明らかにされた。この

プロセスは他の事例にも応用可能で、今後のミド

ルリーダーの育成における新たな見地を示した。

一個人、一教師として、学校現場では、日々仕事

に追われ次から次へと出てくる課題に、教師とし

ての感覚や経験則のみで対応している現状がある

と感じている。そこに学校現場と関わり研究成果

を還元する研究者が存在することは、今後の学校

現場に新しい風を吹き込む存在になり得るのでは

ないだろうか。 

 畑中氏は、今後の研究課題として、ミドルリー

ダー研究における「分析焦点者」に関する課題、

ミドル・アップダウン・マネジメント以外の学校

経営プロセスの提示、研究・実践のコラボレーシ

ョンの在り方に関する課題の３つを挙げている。

ミドルリーダーという言葉を聞いたとき、どうし

てもミドルに着目しがちであるが、畑中氏の述べ

るように、トップやボトムはミドルをどのように

見て、どのような影響を受けているのかという部

分について、私も大変興味深く思う。今後の研究

によって、更なる見地の広がりが楽しみである。 
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